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の長期取材、上座の謡本の所蔵調査、役者たちからの豊富な聞き書き等、きわめて質の高い情報に基づ
いて構成された本研究は、こうした信頼関係の上に初めて実現したものである。また、第二部で扱われ
た黒川能の音楽とその伝承に関する分析は、1960年代以降の変化を組み込んだ新しいアプローチであり、
これまでの黒川能研究にない芸自体に踏み込む視点と方法を提示した点が評価された。 
 その一方で、黒川能の外部と当事者たちとの相互影響過程を描いた第一部を「芸の伝承を取り巻く周
縁的事項」と位置づけていること、黒川能イメージに大きな影響を与えたであろう映像資料がほとんど
扱われなかったこと、第二部では意欲的なアプローチゆえに、その構成や分析・記述になお一層の洗練
と深まりが求められること、五流の能との有効な比較が望まれること、が課題として指摘された。 
 今後、申請者には、本研究で得られた成果を礎に、いまだ手つかずの下座を含めて黒川能研究をさら
に拡充し深化させていくことを期待したい。 
 以上のことから、本研究は黒川能研究に新たな局面を拓き、博士の学位にふさわしい優れた成果であ
ると認め、合格とする。 
 
 
